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問　
こ
ど
も
・
若
者
計
画
の

位
置
付
け
や
個
別
計
画
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答　
同
計
画
は
、
こ
ど
も
・

若
者
会
議
の
意
見
に
加
え
、

学
校
等
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

	

プ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
集

め
た
約
１
万
７
千
件
の
声

を
も
と
に
策
定
し
た
。
他

市
の
よ
う
に
具
体
的
な
施

策
を
全
て
１
冊
に
ま
と
め

る
手
法
も
あ
る
が
、
本
市

は
子
ど
も
の
声
を
核
と
し

て
実
行
力
の
あ
る
個
別
計

画
に
直
接
反
映
さ
せ
る
体

系
と
し
て
い
る
。
同
計
画

は
事
業
名
や
数
値
目
標
を

入
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の

純
粋
な
声
を
あ
り
の
ま
ま

の
形
で
施
策
の
柱
と
し
て

位
置
付
け
、
同
計
画
に
包

含
予
定
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
な
ど
の

個
別
計
画
で
目
標
数
値
を

掲
げ
て
い
る
。

	

　
最
終
的
な
成
果
は
数
値

で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
将
来
に
希
望
を
持

て
る
か
等
、
子
ど
も
目
線

の
指
標
を
設
定
し
、
こ
ど

問　
聴
覚
障
害
者
を
支
援
す

る
手
話
リ
ン
ク
を
公
共
施

設
や
公
共
交
通
機
関
、
明

石
市
立
市
民
病
院
に
導
入

で
き
な
い
か
。

答　
手
話
リ
ン
ク
は
、
法
人

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
問

い
合
わ
せ
先
リ
ン
ク
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
日
本
財
団

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

手
話
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
つ
な
が
り
、
通
常
の
電

話
で
問
い
合
わ
せ
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
本

市
は
昨
年
、
市
役
所
代
表

電
話
、
障
害
福
祉
課
、
あ

か
し
総
合
窓
口
、
消
防
局

代
表
電
話
に
導
入
し
た
。

そ
の
他
の
部
署
や
公
共
施

設
等
に
つ
い
て
は
、
他
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
順

次
、
増
や
し
て
い
き
た
い
。

	

公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

活
用
し
鉄
道
や
バ
ス
事
業

者
等
へ
周
知
・
啓
発
し
て

い
く
。
明
石
市
立
市

民
病
院
に
つ
い
て
は
、

	

市
が
法
人
に
示
す
基

本
指
針
で
あ
る
中
期

目
標
を
踏
ま
え
、
高

齢
者
や
障
害
者
等
、

全
て
の
人
に
向
け
た

支
援
に
努
め
て
お
り
、

手
話
リ
ン
ク
の
導
入

を
含
め
働
き
か
け
て
い
く
。

も
・
若
者
政
策
課
が
市
や

地
域
、
関
係
機
関
を
つ
な

ぐ
調
整
役
と
し
て
計
画
を

推
進
・
実
行
し
て
い
く
。

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

選
任
に
同
意

聴
覚
障
害
者
支
援
す
る

　
　   

手
話
リ
ン
ク
を
導
入

　
　
　
　
　
　
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
む

民
生
・
児
童
委
員

活
動
周
知
と

　

  

担
い
手
確
保
は

小
児
が
ん
患
者

 

入
院
中
と
復
学
後
の

　
市
の
支
援
体
制
は

不
妊
治
療
助
成

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

モ
デ
ル
事
業
実
施

予
期
せ
ぬ
妊
娠
に

　
　
　
　

悩
む
人
へ

支
援
体
制
の
充
実
を

こども・若者計画
子どもたちの純粋な声を

ありのままに施策の柱へ

問　
地
域
福
祉
の
要
で
あ
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
周
知
と
担
い
手
の
確

保
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
高
齢
化
や
定
年
延
長
等

に
よ
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
確
保
は
全
国
的
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
12
月
に
本
市
が
委
嘱
し

た
委
員
は
３
９
２
人
で
、

充
足
率
は
約
94
％
と
前
回

を
下
回
っ
て
い
る
。

	

　
本
市
は
、
啓
発
用
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
自
治
会

等
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に

配
布
す
る
ほ
か
、
広
報
紙

等
を
活
用
し
周
知
・
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。
新
た
に

今
年
は
、
明
石
市
民
生
児

童
委
員
協
議
会
が
ト
ラ
イ

	

や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の
生
徒

を
受
け
入
れ
る
予
定
で
あ

る
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
、
高
齢

者
等
、
支
援
を
必
要
と
す

る
人
へ
の
理
解
を
深
め
、

福
祉
活
動
に
携
わ
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

を
考
え
る
機
会
を
設
け
る
。

さ
ら
に
、
地
域
住
民
の
中

か
ら
公
募
す
る
取
り
組
み

な
ど
新
た
な
担
い
手
の
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

市い
ち
は
ら原
幸さ
ち
惠え

氏
を
引
き
続
き
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
同
氏
は
、
平
成
26
年
か
ら

同
委
員
に
就
任
し
、
今
回
で

５
期
目
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
市
の
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
は
３

人
で
任
期
は
３
年
で
す
。

問　
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
支
援

	

制
度
を
導
入
で
き
な
い
か
。

答　
同
支
援
制
度
は
、
自
宅

で
医
療
的
ケ
ア
児
の
看
護

や
介
護
を
行
う
家
族
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
看

護
師
等
を
自
宅
に
派
遣
し
、

一
時
的
に
家
族
に
代
わ
り
、

も
し
く
は
家
族
と
一
緒
に

日
常
生
活
上
の
世
話
等
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
医
療

的
ケ
ア
児
は
日
常
生
活
に

お
い
て
人
工
呼
吸
器
の
管

理
や
吸
引
等
、
専
門
的
な

ケ
ア
が
継
続
的
に
必
要
な

た
め
、
家
族
の
身
体
的
、

精
神
的
な
負
担
が
大
き
く
、

同
制
度
の
利
用
に
よ
り
家

族
の
休
息
を
確
保
し
介
護

負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
。

	

　
事
業
の
検
討
に
向
け
、

市
内
や
近
隣
市
町
、
約
２

	

０
０
カ
所
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
医
療
的
ケ

ア
児
等
の
受
け
入
れ
状
況

の
調
査
を
行
い
、
約
20
カ

所
か
ら
対
応
可
能
と
の
回

答
を
得
た
。
一
方
、
家
族

と
事
業
所
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

家
族
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
制
度
導
入
へ
具
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
小
児
が
ん
患
者
の
入
院

中
の
学
習
支
援
、
復
学
後

の
支
援
体
制
は
。

答　
学
習
支
援
と
し
て
、
病

院
内
に
院
内
学
級
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
医
師

や
学
校
等
と
協
議
の
上
、

院
内
学
級
に
入
級
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
専
任
の
教

員
と
医
療
機
関
が
連
携
し
、

入
院
中
で
も
継
続
し
て
学

習
で
き
る
環
境
を
整
え
、

学
習
の
遅
れ
を
最
小
限
に

抑
え
る
よ
う
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
入
級
せ
ず
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
病
院
か
ら

学
校
の
授
業
に
参
加
す
る

こ
と
も
で
き
、
学
校
や
友

だ
ち
と
の
つ
な
が
り
を
感

じ
な
が
ら
学
べ
る
よ
う
配

慮
し
て
い
る
。

	

　
復
学
後
の
支
援
と
し
て
、

継
続
的
に
医
療
や
生
活
規

制
が
必
要
な
場
合
は
、
病

弱
学
級
の
設
置
に
向
け
市

と
県
の
教
育
委
員
会
が
協

議
す
る
。
通
常
学
級
に
復

学
し
た
場
合
は
、
保
護
者

と
学
校
が
緊
密
に
連
携
を

取
り
、
安
心
し
て
学
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う
合
理
的

配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

問　
令
和
８
年
度
か
ら
不
妊

治
療
助
成
の
モ
デ
ル
事
業

が
開
始
さ
れ
る
。
今
後
の

取
り
組
み
と
周
知
方
法
に

つ
い
て
聞
く
。

答　
妊
娠
前
か
ら
の
支
援
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
８
年

度
か
ら
新
た
に
不
妊
治
療

の
助
成
に
取
り
組
む
。
治

療
内
容
や
年
齢
・
回
数
等

に
制
限
を
設
け
ず
助
成
を

行
う
の
は
県
内
初
で
あ
る
。

ま
ず
は
治
療
の
実
態
や
市

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

問　
予
期
せ
ぬ
妊
娠
に
悩
む

人
へ
の
支
援
は
。

答　
本
市
は
予
期
せ
ぬ
妊
娠

に
悩
む
人
に
対
し
、
親
子

の
た
め
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

や
こ
ど
も
健
康
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
た
相
談
支
援
、

県
の
予
期
せ
ぬ
妊
娠
Ｓ
Ｏ

Ｓ
相
談
事
業
と
の
連
携
等

を
通
じ
て
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
医
療
機
関
へ
の
同

行
受
診
や
家
族
と
の
調
整
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
等
と
の
連
携
な
ど
、

一
人
一
人
の
事
情
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
出
産
後
の
育
児
が

困
難
な
場
合
は
、
里
親
や

乳
児
院
で
の
措
置
や
特
別

養
子
縁
組
へ
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。

	

　
令
和
８
年
度
か
ら
は
特

に
支
援
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
特
定
妊
婦
を
対
象
に

初
回
の
産
科
受
診
費
用
を

助
成
す
る
こ
と
で
確
実
な

支
援
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

	

　
今
後
も
予
期
せ
ぬ
妊
娠

に
悩
む
人
が
孤
立
せ
ず
に

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
が
る

体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

め
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

不
妊
治
療
を
行
っ
て
い
る

市
民
に
対
し
幅
広
く
支
援

す
る
制
度
と
し
て
助
成
を

開
始
し
、
よ
り
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
支
援
制
度
と
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

	

　
制
度
に
つ
い
て
は
、
市

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

	

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
周
知
す

る
ほ
か
、
市
関
係
窓
口
や

不
妊
治
療
を
行
っ
て
い
る

医
療
機
関
に
案
内
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
。
ま

た
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

保
健
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
等
に
つ
い
て
も
掲

載
し
、
助
成
制
度
を
周
知

し
て
い
く
。

こども・若者会議の意見を反映

手話リンクの周知・啓発へ

　
中
学
生
の
こ
ろ
、
ク
ラ
ス
の
委
員
長
を
し
て
い
ま
し

た
。
学
校
に
行
き
に
く
い
友
人
を
毎
日
、
副
委
員
長
と

迎
え
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
家
か
ら
出
る
こ

と
が
難
し
く
、
そ
ん
な
姿
を
見
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
交

代
で
一
緒
に
行
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
様
子

を
家
族
の
方
や
担
任
の
先
生
が
い
つ
も
温
か
く
見
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
友
人
を
支
え
る
こ
と

が
で
き
、
一
緒
に
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
人
に
な
っ
て
ク
ラ
ス
会
を
し
た
と
き
に
友
人
と
会

い
ま
し
た
が
、「
あ
の
と
き
は
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
今
思
う
と「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
み
ん
な
の
心
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
明
石
が
さ
ら
に
や
さ
し
く
な
る
よ
う
に
議
員
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

医療的ケア児の

家族の負担を軽減

看護師派遣制度導入を
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